
講師　半 井
な か ら い

小 絵
さ え

気象予報士。「NHKニュース７」気象キャ
スター。兵庫県出身。日本銀行に在職中
の2001年３月、気象予報士の資格を取得
し、2001年６月、民間気象会社に転職。
2002年４月からNHK関東甲信越の気象
情報を担当。2004年３月末から「NHKニ
ュース７」（月～金曜日）の気象情報を担
当。主な著書は『半井小絵のお天気彩時記』
（かんき出版）など。

長門市議会では、「開かれた議会」の一環として、市民のみなさんと共に
考え、市政への住民参加を図ることを目的に、公開研修会を開催します。
今回は「NHKニュース７」の気象キャスターとしておなじみの半井小絵さ
んを講師にお招きして、市民のみなさんと一緒に環境問題を考えたいと思
います。たくさんのお越しをお待ちしています。

●日　時　１月27日（日） 14：30～16：00
●場　所　ルネッサながと　劇場
●講　師　半 井

な か ら い

小 絵
さ え

さん（気象予報士）
●演　題 「身近に感じる、豊かな四季の彩り」

～ やさしい環境教育入門 ～
●入場料　無 料（入場整理券が必要です）

入場整理券は１月４日（金）午前10時から配布します。
《入場整理券配布場所》
長門市役所本庁・各総合支所受付窓口／市内各公民館
ルネッサながと／ラポールゆや

男
女
共
同
参
画
審
議
会

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

第
14
回
長
門
市
美
術
展

長
門
市
民
か
ら
美
術
作
品
を
募
集

し
、
そ
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
会
期
　
２
／
１
（金）
〜
10
（日）

10：

00
〜
17：

00

■
会
場
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料
　
無
料

■
作
品
の
搬
入
　

・
１
／
21
（月）
〜
23
（水）９：

00
〜
16：

00

・
各
自
で
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
文
化
情

報
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
右
記
以
外
の
日
時
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
文
化
振
興
係

記
念
入
浴
札
配
布

市
営
公
衆
浴
場
（
恩
湯
・
礼
湯
）
で

は
、
漫
画
家
広
中
建
次
さ
ん
と
大
寧

寺
、湯
本
こ
ど
も
会
の
協
力
に
よ
り
、

え
と
（
子
）
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
記
念

入
浴
札
を
作
り
、
元
日
正
午
か
ら
入

浴
者
先
着
100
人
に
配
り
ま
す
。

ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込
み

１
人
１
枚
に
限
り
、
抽
選
で
100
人

に
配
布
し
ま
す
。

■
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
申
し
込
む

■
応
募
締
切
　
１
／
11
（金）
（
必
着
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4192
長
門
市
東
深
川
1339
‐
２

長
門
市
役
所
商
工
観
光
課
温
泉
係

湯
本
南
条
踊
保
存
会
が

地
域
文
化
功
労
賞
受
賞

湯
本
南
条
踊
保
存
会
（
原
田
勝
敏
会

長
／
55
人
）
が
、
平
成
19
年
度
地
域
文
化

功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
芸
術
文
化
の
振
興
や
文

化
財
の
保
護
な
ど
、
地
域
文
化
の
振
興

に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
団
体
に
対
し
文

部
科
学
大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

湯
本
南
条
踊
保
存
会
は
設
立
以
来
、

赤
崎
神
社
等
へ
の
奉
納
を
は
じ
め
、
県

内
外
で
の
積
極
的
な
公
演
や
伝
統
芸
能

の
保
存
・
継
承
活
動
を
通
し
て
地
域
文

化
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

南
条
踊
は
、
毛
利
家
臣
・
吉
川
元
春

が
、
羽
衣
石
城
主
・
南
条
元
続
と
の
戦

い
で
踊
子
に
扮
し
た
兵
士
を
密
か
に
入

城
さ
せ
、
攻
略
に
成
功
し
た
こ
と
に
由

来
す
る
と
い
う
説
と
、
吉
川
軍
に
捕
ら

え
ら
れ
て
い
た
南
条
軍
の
兵
士
か
ら
習

っ
た
踊
り
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
岩

国
藩
の
吉
例
踊
り
と
し
て
伝
え
ら
れ
、

江
戸
初
期
に
岩
国
か
ら
俵
山
に
伝
承
、

さ
ら
に
湯
本
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

な
が
と
特
別
支
援
教
育

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
教
育
委
員
会
で
は
、
特
別
支
援

教
育
に
か
か
わ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
講

演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
を
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
１
／
13
（日）９：

30
〜
12：

00

第
２
期
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委

員
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
任
期

平
成
19
年
11
月
１
日
〜

平
成
21
年
10
月
31
日

■
構
成

・
会
長
　

梶
山
　
純
子
（
東
深
川
正
明
市
２
区
）

・
副
会
長

金
子
　
宏
道
（
三
隅
中
三
隅
中
村
）

小
林
　
玉
子
（
日
置
上
大
内
山
上
）

・
委
員

前
田
喜
美
子
（
西
深
川
上
川
西
２
区
）

川
村
　
勝
幸
（
深
川
湯
本
河
原
）

磯
野
多
加
子
（
通
11
区
）

小
林
　
香
織
（
俵
山
湯
町
）

岡
　
つ
や
子
（
俵
山
下
安
田
）

安
藤
　
繁
之
（
東
深
川
中
山
）

沖
村
　
清
美
（
三
隅
中
小
島
）

眞
　
　
静
江
（
三
隅
上
上
中
小
野
）

竹
林
　
敏
子
（
三
隅
中
大
竹
）

中
山
　
啓
一
（
三
隅
中
上
東
方
）

木
村
ひ
ろ
み
（
日
置
上
茅
刈
）

五
嶋
　
善
和
（
日
置
中
西
坂
本
）

濱
谷
　
孝
次
（
日
置
上
上
城
）

森
田
　
妙
子
（
油
谷
新
別
名
大
迫
）

吉
村
　
良
子
（
油
谷
久
富
亀
田
）

末
永
　
洋
幸
（
油
谷
新
別
名
東
大
坊
）

安
田
　
典
正
（
油
谷
新
別
名
駅
通
）

■
問
い
合
わ
せ男

女
共
同
参
画
推
進
室

国
民
年
金
基
金
加
入
相
談

山
口
県
国
民
年
金
基
金
で
は
、
国

民
年
金
基
金
加
入
に
つ
い
て
の
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

制
度
内
容
に
関
す
る
皆
さ
ん
の
ご

相
談
や
ご
質
問
に
職
員
が
個
別
に
お

答
え
し
ま
す
。

■
日
時
　
１
／
31
（木）10：

00
〜
15：

00

■
場
所

長
門
市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

■
対
象
　
60
歳
ま
で
の
国
民
年
金
に

加
入
中
の
人

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
国
民
年
金
基
金

TEL
０
８
３
‐
９
２
４
‐
７
１
０
４

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

TEL
０
１
２
０
‐
６
５
‐
４
１
９
２

新
春
囲
碁
・
将
棋
大
会

■
開
催
日
　
１
／
20
（日）

（
受
付
９：

00
ま
で
）

■
場
所
　
油
谷
中
央
公
民
館

■
参
加
費
　
１
人
　
１
、
５
０
０
円

※
当
日
徴
収

■
参
加
方
法
　
当
日
９：

00
ま
で
に

油
谷
中
央
公
民
館
に
集
合
し
て
く

だ
さ
い
（
事
前
申
込
不
要
）

■
そ
の
他
　

・
Ａ
級
・
Ｂ
級
を
設
け
ま
す
。

・
昼
食
、
飲
み
物
は
準
備
し
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

油
谷
中
央
公
民
館TEL

32
‐
１
１
１
６

■
会
場
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■
テ
ー
マ
「
長
門
市
の
気
に
な
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
」

■
講
師

・
青
木
　
宜
治
　
氏
（
長
門
総
合
病

院
副
院
長
・
小
児
科
医
師
）

・
松
田
　
信
夫
　
氏
（
山
口
大
学
教

育
学
部
教
授
）

■
入
場
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
指
導
係

五
色
百
人
一
首
大
会

参
加
者
募
集

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
五
色
百
人
一
首
協
会
山

口
県
支
部
で
は
「
第
９
回
山
口
県
五

色
百
人
一
首
大
会
」
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
１
／
27
（日）

13：

30
〜
16：

30
（
終
了
予
定
）

■
場
所
　
山
口
県
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ

ン
タ
ー
武
道
館
（
維
新
百
年
記
念

公
園
内
）

■
参
加
資
格
　

県
内
在
住
の
小
・
中
学
生

■
参
加
料
　
無
料

■
申
込
方
法

氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
参
加
す

る
色
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

■
申
込
期
限
　
１
／
18
（金）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
五
色
百
人
一
首
協
会

山
口
県
支
部
（
木
田
）

TEL
０
８
３
４
‐
３
２
‐
４
２
５
５

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

Ｅ
メ
ー
ル

kid
a
kid
a
@
b
b
p
lu
s.n
e
t



な
す
べ
り
出
し
で
、
夏
休
み
の
「
子
ど

も
文
化
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
利
用
に
も
好

影
響
を
及
ぼ
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
海
岸

清
掃
の
日
」
２
年
目
も
前
年
を
上
回
る

参
加
者
で
、
海
を
大
切
に
す
る
心
は
確

実
に
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
海

の
幸
が
私
た
ち
を
育
ん
で
き
て
く
れ
た

こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
の
が
「
第
１

回
な
が
と
お
魚
ま
つ
り
」
で
し
た
。

ま
た
、「
近
代
式
捕
鯨
発
祥
の
地
碑
」

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
三
隅
出
身
の

山
田
桃
作
や
岡
十
郎
（
福
栄
村
）
と
い
っ

た
人
た
ち
が
日
本
遠
洋
漁
業
株
式
会
社

（
現
ニ
ッ
ス
イ
）
を
設
立
し
て
、
仙
崎
の

地
で
近
代
捕
鯨
の
礎
を
築
い
た
こ
と
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
ほ
た
る
祭
り
」
や
「
温
泉
博
士
の
認

定
」
な
ど
豊
か
な
資
源
を
活
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
も
、私
た
ち
の《
ふ
る
さ
と
自
慢
》

を
内
外
に
発
信
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
新
市
発
足
４
年
目
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
長
門
市

の
基
礎
づ
く
り
を
着
々
と
進
め
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
の
《
地
域
に
今
あ
る
大

切
な
も
の
》
を
根
幹
に
お
き
な
が
ら
《
新

た
な
か
た
ち
》
を
生
み
出
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
日
置
農
高
の
生

徒
た
ち
が
循
環
型
農
業
を
め
ざ
し
た
研

究
活
動
に
励
み
、「
和
牛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

や
全
国
大
会
に
出
場
し
て
成
果
を
上
げ

て
い
る
こ
と
や
、
水
産
高
校
に
お
け
る

未来
ゆ め

のまちへ

市
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
春
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
私
も
過
ぎ
去
り
し
一
年

を
振
り
返
り
、
来
た
る
一
年
に
想
い
を

め
ぐ
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
昨
年
も
色
々
あ
り
ま
し
た
が
、

大
き
な
災
害
や
事
件
も
な
く
、
大
過
な

く
行
政
運
営
が
で
き
ま
し
た
の
も
市
民

の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
と
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
と
い
え
ば
、

「
焼
き
鳥
の
長
さ
世
界
一
」
に
挑
戦
し
て

見
事
「
セ
カ
チ
ョ
ウ
記
録
」
を
達
成
し
た

こ
と
は
、
一
昨
年
の
国
民
文
化
祭
で
の

「
長
門
市
民
力
」
を
再
び
見
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。
７
月
か
ら
運
行
さ
れ
て

い
る
観
光
列
車
「
み
す
ゞ
潮
彩
」
も
順
調

海
洋
資
源
の
調
査
研
究
の
取
り
組
み
が

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
６

次
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
に
希
望
が
見
え

て
も
き
ま
す
。

新
し
い
文
化
の
創
造
に
お
い
て
も
、

「
油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
の
完
成

度
と
観
客
に
与
え
る
感
動
力
に
、《
地
域

力
》
だ
け
で
な
く
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
《
未
来
力
》
も
充
分
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

「
豊
饒
の
海
と
大
地
に
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
未
来
の
ま
ち
」
実
現
は
夢
で
は
な
い
、

と
初
春
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
私
の

想
い
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
市
民
の

皆
様
、
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■三隅総合支所（２階会議室）
１月９日（水）9：00～11：30
■日置総合支所（市民相談室）
１月16日（水）9：00～11：30
■油谷総合支所（２階応接室）
１月28日（月）9：00～11：30
■長門市役所本庁（３階中会議室）
１月30日（水）9：00～11：30
■問い合わせ　秘書係 Tel  23‐1113

長
門
警
察
署
協
議
会
を

ご
存
じ
で
す
か
？

警
察
署
協
議
会
と
は
、
警
察
署
長
が

警
察
署
の
業
務
運
営
に
民
意
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
住

民
等
の
意
見
を
聴
く
た
め
の
機
関
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
警
察
署
長
が

警
察
署
の
業
務
運
営
に
つ
い
て
住
民
に

説
明
し
、
そ
の
理
解
と
協
力
を
求
め
る

場
で
も
あ
り
ま
す
。

住
民
の
代
表
で
あ
る
警
察
署
協
議
会

の
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
警

察
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
把
握
し
た

上
で
、
警
察
署
長
に
対
し
て
意
見
や
提

言
を
行
い
、
そ
れ
を
受
け
た
警
察
署
長

は
委
員
か
ら
の
意
見
・
提
言
を
地
域
住

民
の
声
と
し
て
警
察
活
動
や
施
策
へ
反

映
さ
せ
て
い
ま
す
。

長
門
警
察
署
協
議
会
の
委
員
は
、
山

口
県
公
安
委
員
会
が
公
募
、
署
長
推
薦
、

団
体
推
薦
の
候
補
者
の
中
か
ら
５
人
を

選
出
し
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
は

年
４
回
、
長
門
警
察
署
で
開
催
し
て
お

り
、
委
員
の
任
期
は
２
年
で
す
。

長
門
警
察
署
協
議
会
の
５
人
の
委
員

は
、
下
記
の
方
々
で
す
が
、
長
門
地
域

か
ら
２
人
と
三
隅
・
日
置
・
油
谷
地
区

か
ら
各
１
人
で
、
男
性
３
人
、
女
性
２

人
と
地
域
性
や
男
女
別
に
も
配
意
し
て

委
嘱
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
長
門
警
察
署
の
業

務
運
営
に
つ
い
て
意
見
・
要
望
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
各
委
員
ま
た
は
長
門
警

察
署
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

村田 信二 さん
（会長・東深川）

上田 正明さん
（油谷新別名）

井上 立美さん
（日置中）

松野 圭子さん
（三隅下）

松永 功さん
（東深川）

■
問
い
合
わ
せ

長
門
警
察
署
　
TEL
22
‐
０
１
１
０

■
長
門
警
察
署
協
議
会
委
員

長
門
市
文
化
振
興
財
団

地
域
文
化
活
動
支
援
事
業

（財）
長
門
市
文
化
振
興
財
団
で
は
、

個
性
豊
か
な
地
域
文
化
の
振
興
と
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
民
間
の

地
域
文
化
活
動
に
対
し
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
助
成
す
る
「
平
成
20
年
度

地
域
文
化
活
動
支
援
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。

■
助
成
の
対
象
者
　

市
内
を
主
た
る
活
動
の
本
拠
と
す

る
民
間
団
体
・
個
人

■
助
成
対
象
事
業
　
地
域
文
化
の
振

興
、
文
化
交
流
の
促
進
、
人
材
育

成
、
文
化
意
識
の
高
揚
等
を
目
的

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
大
学
、
短

大
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国

の
学
校
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子

さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

申
し
込
み
に
関
す
る
相
談
は
「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
国
民
生
活
金
融
公
庫
下
関
支

と
し
事
業
内
容
が
広
域
的
な
も
の

※
平
成
15
〜
19
年
度
ま
で
に
こ
の
助

成
を
３
回
受
け
た
こ
と
の
あ
る
事

業
（
継
続
的
な
事
業
）
は
対
象
外

■
対
象
事
業
の
実
施
期
間

平
成
20
年
４
月
１
日
〜
平
成
21
年

３
月
31
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
も
の

■
助
成
の
決
定
及
び
助
成
額

平
成
20
年
４
月
上
旬
ま
で
に
助
成

対
象
経
費
の
１
／
２
以
内
で
決
定

（
上
限
20
万
円
）

■
募
集
期
間
　１

／
15
（火）
〜
２
／
９
（土）

■
応
募
方
法

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
記
入
の
う
え
提
出

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4106
長
門
市
仙
崎
818
‐
１

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
企
画
課

TEL
26
‐
６
０
０
１

店
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
融
資
額
　
学
生
・
生
徒
１
人
に
つ

き
200
万
円
以
内

■
利
率

年
2.5
％（
平
成
19
年
11
／
９
現
在
）

■
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

TEL
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
ご
利
用
い
た
だ

け
な
い
場
合
（
公
衆
電
話
、
Ｉ
Ｐ

電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
電
話

な
ど
）
の
電
話
番
号

TEL
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

■
問
い
合
わ
せ

国
民
生
活
金
融
公
庫
下
関
支
店

TEL
０
８
３
２
‐
２
２
‐
６
２
２
５

・
解
雇
に
関
す
る
こ
と

・
正
社
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
た
処

遇
な
ど
改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

法
に
関
す
る
こ
と

・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

男
女
の
雇
用
機
会
均
等
に
関
す
る

こ
と

・
育
児
休
業
・
介
護
休
業
の
取
得
に

関
す
る
こ
と

・
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
に
関
す
る

こ
と

■
問
い
合
わ
せ

山
口
労
働
局
雇
用
均
等
室

TEL
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
９
０

小
児
救
急
医
療
機
関
の

適
切
な
受
診
に
ご
協
力
を

休
日
や
夜
間
に
、
軽
傷
の
小
児
患

者
が
救
急
病
院
を
受
診
し
て
い
ま

す
。
小
児
救
急
医
療
体
制
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
っ
て
、
な
る

べ
く
昼
間
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

・
受
診
の
判
断
が
難
し
い
場
合
な
ど

は
、
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

■
小
児
救
急
医
療
電
話

＃
８
０
０
０
ま
た
は

０
８
３
‐
９
２
１
‐
２
７
５
５
　

■
受
付
時
間
　
19：

00
〜
22：

00

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
医
務
保
険
課

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
９
２
４

パ
ー
ト
労
働
１
日
相
談
会

山
口
労
働
局
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
に
関
す
る
電
話

相
談
を
お
受
け
す
る
「
パ
ー
ト
労
働

１
日
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
１
／
16
（水）９：

00
〜
19：

00

■
相
談
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

TEL
０
１
２
０
‐
５
５
‐
１
４
８
０

■
相
談
内
容

・
賃
金
、
年
次
有
給
休
暇
、
時
間
外

労
働
な
ど
労
働
条
件
全
般

海
技
免
許
の
更
新
講
習

関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー
で
は
次

の
と
お
り
海
技
免
許
の
更
新
講
習
を

実
施
し
ま
す
。

■
日
時
　
１
／
27
（日）

受
付
９：

30
〜
講
習
10：

00
〜

■
場
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■
持
参
す
る
も
の

・
海
技
免
許

・
写
真
２
枚
（
縦
4.5
㎝
×
横
3.5
㎝
・

ス
ピ
ー
ド
写
真
可
）

・
本
籍
地
記
載
の
住
民
票
１
通

（
免
許
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
本

籍
・
現
住
所
に
変
更
が
な
い
場
合

は
不
要
で
す
）

■
費
用

小
型
免
許
更
新
講
習８

、
１
０
０
円

小
型
免
許
失
効
再
交
付
講
習

１
３
、
９
９
０
円

※
大
型
受
有
者
は
事
前
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
２
‐
６
６
‐
４
０
２
９

h
ttp
://ka

n
m
o
n
-k.jp

平
成
19
年
度
「
山
口
県
農
林
業
関

係
表
彰
・
認
定
式
」
が
11
月
12
日
、

県
庁
で
開
催
さ
れ
、
長
門
市
か
ら
田

邉
英
雄
さ
ん
（
三
隅
上
樅
の
木
／
施

設
野
菜
・
水
稲
）
と
花
岡
敬
太
郎
さ

ん
（
油
谷
蔵
小
田
中
畑
／
肉
用
牛
・

水
稲
）
が
山
口
県
指
導
農
業
士
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
・
認
定
式
は
、
優
れ
た

農
林
業
経
営
を
実
践
し
、
後
継
者
の

育
成
・
指
導
に
理
解
と
情
熱
を
持
ち
、

地
域
農
林
業
・
農
山
村
の
振
興
に
顕

著
な
実
績
を
上
げ
て
い
る
団
体
・
個

人
に
対
し
て
表
彰
・
認
定
を
行
う
も

の
で
す
。

■
山
口
県
指
導
農
業
士
と
は

優
れ
た
農
業
経
営
を
実
践
し
、
青

山
口
県
指
導
農
業
士

年
農
業
者
の
育
成
指
導
に
理
解
と

情
熱
を
持
ち
、
地
域
農
業
振
興
に

対
し
て
貢
献
し
て
い
る
40
歳
以
上

の
農
業
者

■
問
い
合
わ
せ

長
門
農
林
事
務
所

TEL
37
‐
２
１
５
５


